





































阪 分|をの特徴 iEil-%li 
密遁型畏を 強剛モ~12.0凶m 14.47 土3.245918 






















判竿穂型|綿子ぷ を賞 Iを含軍の%灰司吉分均 . s 
曹 疎穂E量を H E A 強制さ lS.60 土2.8659
密穂長老 H e A " 15.34 土3.58印遁 政建中世 H 1<; a 柔細ぞ 16.03 土2.7521
型 密穂中を He4'l" 16.47 土2.3188
短 疎穂中せ Ih E A 組阿倍 I11.89 I土2.17
街穂中~i h. eA " [13.白土2.3124
疎穂短せ h E a 栴組側 13.55 土1.7'769
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の雑草費生防止に布劫にしてl手取除草を省時レ を蒔きずこるJ:に賓土の厚さをOふ 1仏 1，5 2:0， 
得るさ報告せり.但し誤法は小菱の酒朔播種を 2・l)cmさし、とれに石灰窒素尻嘗〈全面)7.f)": 
温す組あればこの慰是正の必要を感ぜり、救 80実施用したる結果1.5cm以上の覆土に於τ反
巳蒔講の覆土を趨宮の厚さにし、その上1:播種 営15-30賓の石灰窒素は小菱の琵菊生育t二殆ん
〆即日石灰窒素を撒布すれば小萎の費芽生育に藁 r無害なり.
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